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【一般書/小説】
囚
と ら

われの山
伊東潤　著

　199人の犠牲者を出した八
甲田雪中行軍遭難事件。120
年前の痛ましき大事件に、歴
史雑誌編集者の男が疑問を抱
く。全ての鍵を握るのは、白
い闇に消えた一人の兵士。男
は取り憑

つ

かれたように八甲田
へ…。長編ミステリー。

出版社…中央公論新社

【絵本】
細菌ホテル

　キムソンファ　文
　目に見えないほど小さな生
物、細菌。その一種である大
腸菌が語り部となって、人体
での細菌の動きを伝える絵
本。体内でよい働きをする腸
内細菌や病原菌となる細菌、
抗生物質や免疫細胞の働きな
どがやさしくわかる。

出版社…金の星社

【新書/医学】
感染症対人類の世界史

池上彰、増田ユリヤ　著
　天然痘、ペスト、スペイン
風邪…。幾度となく繰り返さ
れてきた感染症と人類はどう
向き合い、克服してきたか。
　新型コロナウイルスとの闘
いの中で、生きる希望を歴史
に学ぶ。テレビ朝日系列の番
組企画をもとに書籍化。

出版社…ポプラ社

【児童書/読み物】
ルドルフとノラねこブッチー

斉藤洋　作
　もとは飼いねこだったけど、
飼い主が引っ越してしまい、
いまはノラねこのブッチー。
そんなブッチーが「文字をな
らおうかな」と言い出し…。
さらに成長したルドルフと
ブッチーたちが大活躍する

「ルドルフシリーズ」第5弾。
出版社…講談社

中央公民館

葛
飾
北
斎
の
肉
筆
画

　
風
に
法ほ

う

衣え

を
た
な
び
か
せ
、
泰
然
と

し
た
様
子
で
巻
物
を
手
に
座
す
僧
侶
。

一
方
、
そ
の
足
元
で
は
折
り
重
な
る
よ

う
に
地
に
伏
せ
た
人
々
が
、
身
を
縮
め

て
お
び
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
立
ち

こ
め
る
黒
雲
か
ら
姿
を
の
ぞ
か
せ
て
い

る
の
は
、な
ん
と
顔
が
七
つ
も
あ
る
龍
。

　
こ
こ
に
紹
介
し
た
絵
画
は
、
古
河
市

に
あ
る
日
蓮
宗
の
寺
院
・
妙
光
寺
に
伝

わ
る
作
品
「
七し

ち

面め
ん

大だ
い

明み
ょ
う

神じ
ん

応お
う

現げ
ん

図ず

」。

「
冨ふ

嶽が
く

三
十
六
景
」
な
ど
で
知
ら
れ
る

江
戸
時
代
後
期
の
浮
世
絵
師
・
葛
飾

北
斎(

１
７
６
０
～
１
８
４
９
年)

の
肉

筆
画
で
す
。
署
名
に
「
八
十
八
老
人

卍ま
ん
じ

敬
筆
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
北
斎

88
歳
、
亡
く
な
る
２
年
前
の
弘
化
４

(

１
８
４
７)

年
に
制
作
さ
れ
た
作
品
と

分
か
り
ま
す
。
衰
え
を
感
じ
さ
せ
な
い

晩
年
の
筆
力
に
、
北
斎
の
旺
盛
な
創
作

意
欲
と
、
た
ぐ
い
ま
れ
な
技
量
が
表
れ

て
い
ま
す
。

　

本
図
は
、
鎌
倉
時
代
の
僧
で
日
蓮

宗
の
開
祖
で
あ
る
日
蓮(

１
２
２
２
～

１
２
８
２
年)

と
、
日
蓮
宗
に
お
け
る

法ほ

華け

経き
ょ
う

の
守
護
神
・
七
面
大
明
神
に
ま

つ
わ
る
所し

ょ

伝で
ん

を
描
い
た
も
の
。
建
治
３

(

１
２
７
７)

年
の
こ
と
、
日
蓮
が
身み

延の
ぶ

山
で
説
法
を
し
て
い
る
と
、
一
人
の
若

く
美
し
い
女
性
が
熱
心
に
聴
聞
し
て
い

て
い
ま
し
た
。
見
慣
れ
な
い
美
女
を

人
々
は
不
審
に
思
い
、
日
蓮
は
そ
の
正

体
を
問
い
ま
す
。
す
る
と
、
美
女
は
た

ち
ま
ち
龍
の
姿
に
変
わ
り
、
自
分
は
七

面
山(

山
梨
県
南み

な
み

巨こ

摩ま

郡ぐ
ん

、
身
延
山
地

に
あ
る
山)

に
住
む
七
面
天
女(

七
面
大

明
神)

で
あ
る
、
以
後
、
身
延
山
を
守

護
し
鬼
門
を
封
じ
る
と
誓
っ
て
去
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
万
の
方
ゆ
か
り
の
妙
光
寺

　
本
図
を
所
蔵
す
る
妙
光
寺
は
、
お
万ま

ん

の
方か

た

ゆ
か
り
の
寺
院
。
お
万
の
方
は
、

徳
川
家
康
の
側
室
で
、
紀
伊
徳
川
家
の

祖
頼よ

り

宣の
ぶ

、
水
戸
徳
川
家
の
祖
頼よ

り

房ふ
さ

の
生

母
で
も
あ
り
ま
す
。
家
康
の
没
後
は
髪

を
お
ろ
し
て
養よ

う

珠じ
ゅ

院い
ん

と
号
し
ま
し
た
。

熱
心
な
法
華
信
者
で
日
蓮
宗
の
大だ

い

下げ

護ご

者し
ゃ

と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
女
性
の

入
山
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
七
面
山
に
登

り
、
女
人
禁
制
を
解
い
た
こ
と
な
ど
で

も
知
ら
れ
ま
す
。
妙
光
寺
は
お
万
の
方

か
ら
本
尊
や
諸
尊
像
を
寄
付
さ
れ
、
ま

た
、
亡
く
な
る
と
遺
骨
が
分
骨
さ
れ
て

墓
が
建
て
ら
れ
る
な
ど
、
深
い
縁
の
あ

る
お
寺
で
す
。

　
そ
し
て
、
本
図
を
描
い
た
北
斎
も
ま

た
熱
心
な
日
蓮
宗
の
信
者
で
し
た
。
こ

の
作
品
は
、
妙
光
寺
を
お
万
の
方
ゆ
か

り
の
寺
と
知
る
北
斎
が
、
そ
れ
に
ふ
さ

わ
し
い
画
題
で
描
い
て
納
め
た
の
で
は

な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
寺
宝
と

し
て
、
長
ら
く
妙
光
寺
で
大
切
に
保
管

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
東
京
国

立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
館
30
周
年
記
念
展
に
出
品

　
さ
て
、
古
河
歴
史
博
物
館
は
、
令
和

2
年
11
月
に
開
館
30
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
の
記
念
展
「
国
宝
参
上
。
鷹た

か

見み

泉せ
ん

石せ
き

像
と
古
河
ゆ
か
り
の
文
化
財
」
で

は
、
国
宝
「
鷹
見
泉
石
像
」
を
は
じ
め

と
す
る
東
京
国
立
博
物
館
の
収
蔵
品

が
、
古
河
に
や
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
記
念
展
は
今
年
10
月
開
催
予
定

で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
開
催
を
令
和
３
年
１
月

9
日
か
ら
２
月
７
日
ま
で
に
変
更
し
ま

し
た
。

　
東
京
国
立
博
物
館
寄
託
の
本
作
品
も

久
し
ぶ
り
に
古
河
へ
里
帰
り
し
ま
す
。

古
河
の
地
に
伝
わ
る
貴
重
な
葛
飾
北
斎

の
肉
筆
画
を
、
こ
の
機
会
に
ど
う
ぞ
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い
。

古
河
歴
史
博
物
館
学
芸
員
　
倉
井
直
子

葛
飾
北
斎
の
作
品　
古
河
に
里
帰
り提供：古河歴史博物館

　北利根工業団地は造成される前、草木が生い茂る深い山林でし
た。この写真は造成直後のものです。現在は多くの企業が進出し、
一大工業団地に変貌しています。

【募集】このコーナーに掲載する昔の総和地区の写真を探しています。お持
ちの人は シティプロモーション課(℡92-3111)までご連絡ください。

1965　昭和40年代

▲葛飾北斎「七面大明神応現図」妙光
寺所蔵、画像提供：東京国立博物館
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